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不用になった陶磁器食器の回収とリサイクル 

 

 ふだん、私たちは、食事などの際に、陶器や磁器のお皿、茶碗、 

コップなどをいくつも使っています。こうした食器は、使ってい 

るうちに欠けたり、壊れたり、だんだんと馴染まなくなって使わ 

なくなったりするものもあります。 

 現在、主要な陶磁器産地の一つ「美濃焼」の産地である岐阜県 

を中心として、不用になった陶磁器食器を回収・リサイクルし、 

ふたたび陶磁器食器を製造する活動が、産業・市民・行政の連携 

で行われています。 

 家庭で不用になった陶磁器食器を回収し、粉砕して、陶磁器食 

器の原料である陶土に混ぜ、食器に成型してから焼成します。 

こうしてできた Re 食器は、子供たちが使う給食用の食器をはじめとして、レストラン、私たち

が使う陶磁器製の食器として使われています。 

 

 当協会は、不燃物として埋め立てられていた廃棄物の削減、産地の自然景観の保全などのため、

この不用陶磁器食器の回収・リサイクル事業に取り組んでいます。 

 

    

家庭から回収した「不用陶磁器食器」    食器を粉砕して細かい粒にします 

 

                            

リサイクルした粘土を混ぜ合わせて、 

坏土（はいど:焼く前の土）を作ります 

 

リサイクル陶磁器食器として様々な食事の場で使われます 
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更なる環境負荷低減を目指しRe20からRe50へ

TOHemerge

Gl２１・プロジェクトでは、回収した陶磁器製食器の粉砕物を２０％配合したRe-食器（Re20）を

市場に提供してきました。現在では、更なる資源の有効活用、環境負荷低減をめざし、配合率５０％

のRe-食器（Re50）の販売や普及啓発活動をしています。

〇Re50は通常よりも100℃以上低い温度でも焼成が可能でCO2排出量を１７～３３％削減可能です。

■「Re-食器（Re50）」商品

透明釉の開発

Re50は低温焼成で素地の熱膨張も低いため、釉薬も低温で溶融し、かつ低熱膨張である必要があり
ます。現在、商品化されているRe50はマット釉のみで、商品力アップのためには透明釉の開発が求
められています。

着色(色釉) 、下絵付け(加飾)も可能
リサイクル食器に最適な透明釉を開発し、
透明釉に顔料等を加え着色（色釉）を可能
にしたり、下絵付け（加飾）を可能にしま
した。

透明釉

開発した透明釉とその多色化

Re50の開発

SWING(試作品)MINORe

■普及啓発活動

PR配布 エコマーク取得 カーボンオフセット

・H24清流国体でPRのため配布

・Re50として初のエコマーク取得

・製造段階で排出するCO2はオフセット

クレジット(J-VER)により無効化
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